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�

河　

合　

克　

義

は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
高
齢
者
の
貧
困
・
孤
立
問
題
に
関
し
て
地
域
調
査
を
通
し
て
研
究
し
て
き
た
。
貧
困
・
孤
立
問
題
は
、
と
り
わ
け
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
に
集
中
し
て
現
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
調
査
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
し
た

も
の
が
多
い
。

　

筆
者
が
こ
れ
ま
で
中
心
的
に
関
わ
っ
た
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
対
す
る
調
査
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
一
）�『
東
京
都
港
区
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
と
社
会
的
孤
立
に
関
す
る
調
査
報
告
書
─
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

新
た
な
展
開
を
求
め
て
─
』
港
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
一
九
九
五
年

　
（
二
）�『
読
谷
村
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
実
態
と
社
会
的
孤
立
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
明
治
学
院
大
学
社
会
学

部
付
属
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年

　
（
三
）�『
港
区
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
実
態
と
社
会
的
孤
立
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
東
京
都
港
区
社
会
福
祉
協
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議
会
、
二
〇
〇
六
年

　
（
四
）�『
横
浜
市
鶴
見
区
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
前
期
高
齢
者
の
生
活
と
介
護
予
防
に
関
す
る
実
態
調
査
報
告
書
』
横
浜
市
鶴
見

区
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
課
、
二
〇
〇
七
年

　
（
五
）�『
横
浜
市
鶴
見
区
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
後
期
高
齢
者
の
生
活
と
介
護
予
防
に
関
す
る
実
態
調
査
報
告
書
』
横
浜
市
鶴
見

区
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
課
、
二
〇
〇
七
年

　
（
六
）�『
東
京
都
葛
飾
区
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
と
意
識
─
「
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者
毎
日
訪
問
事
業
」
利
用
者

調
査
報
告
書
─
』
葛
飾
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
二
〇
〇
九
年

　
（
七
）�『
新
潟
市
中
央
区
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
新
潟
市
中
央
区
社
会
福
祉
協

議
会
・
新
潟
県
立
大
学
、
二
〇
一
一
年

　
（
八
）�『
港
区
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
港
区
政
策
創
造
研
究
所
、
二
〇
一
二
年

　
（
九
）�『
山
形
県
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』山
形
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、

二
〇
一
二
年

　
（
十
）�『
宮
古
島
市
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
宮
古
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
二

〇
一
四
年

　

以
上
の
調
査
を
設
計
す
る
際
に
、
筆
者
は
、
調
査
対
象
地
域
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
を
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
を
再
集

計
し
て
算
出
し
て
き
た
。
調
査
地
域
は
、
基
礎
自
治
体
を
対
象
に
し
て
き
た
が
、
そ
の
自
治
体
が
、
全
国
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
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に
あ
る
の
か
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

一　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
一
定
地
域
に
ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
住
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
。
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
が
多
く
住
む
地
域
が
生
れ
る
要
因
は
何
か
。
そ
れ
は
社
会
、
地
域
、
家
族
、
そ
し
て
そ
の
他
の
複
雑
な
要
素
を
持
ち
、

そ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
多
く
住
ん
で
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
地
域
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
よ
く
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
都
道
府
県
・

市
町
村
・
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
等
の
公
営
住
宅
、
と
り
わ
け
低
家
賃
住
宅
に
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
近

問
題
と
な
っ
て
い
る
孤
独
死
が
、
こ
う
し
た
公
営
住
宅
で
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
よ
く
報
道
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
過
疎
地
は
若
者
の
流
出
傾
向
が
あ
り
、
高
齢
者
の
割
合
が
高
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
高
齢
者
夫
婦
の
み
世
帯
に
お
い

て
配
偶
者
が
亡
く
な
っ
た
後
、
ひ
と
り
で
暮
ら
す
高
齢
者
が
生
れ
る
と
い
う
こ
と
も
容
易
に
想
像
で
き
る
。
他
方
、
都
市
部
で
も
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
中
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
河
合
克
義
、
二
〇
〇
九
：
一
─
二
）

　

実
際
、
地
域
に
よ
っ
て
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
に
は
ど
の
く
ら
い
の
差
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
地
域
差
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
地
方
自
治
体
ご
と
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
を
算
出
し
、

そ
の
差
を
見
る
中
で
、
大
ま
か
な
地
域
的
な
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

筆
者
は
、「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
」
を
「
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い
る
世
帯
中
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
の
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割
合
」
と
定
義
し
て
き
た
。
一
般
に
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
の
算
出
方
法
と
し
て
「
六
五
歳
以
上
人
口
の
中
の
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
割
合
」
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
方
法
で
は
、
同
一
世
帯
に
暮
ら
す
複
数
の
高
齢
者
、
例
え
ば
高
齢
者
夫

婦
の
み
世
帯
も
個
々
人
に
分
離
さ
れ
て
集
計
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
数
値
を
押
し
下
げ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
世

帯
を
基
軸
に
見
る
こ
と
と
し
た
い
。
つ
ま
り
母
数
に
「
六
五
歳
以
上
人
口
」
で
は
な
く
「
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い
る
世
帯
」
を

据
え
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
割
合
を
算
出
し
た
い
。

　

さ
て
、
国
勢
調
査
の
結
果
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
を
分
析
し
て
み
た
い
が
、
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、

一
九
九
五
年
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
一
〇
年
の
四
時
点
で
、
そ
の
出
現
率
を
算
出
し
て
き
た
。
一
番
新
し
い
二
〇
一

五
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
が
、二
〇
一
六
年
一
〇
月
に
公
表
さ
れ
た
の
で
、本
稿
で
は
、そ
の
デ
ー
タ
を
再
集
計
し
て
、分
析
し
よ
う
。

　

二　

都
道
府
県
別
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
を
地
域
ご
と
に
見
る
と
い
う
場
合
、市
区
町
村
の
区
域
が
基
礎
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
前
に
都
道
府
県
と
い
う
よ
り
広
い
区
域
に
お
け
る
出
現
率
を
み
て
お
き
た
い
。

　

表
一
は
、
国
勢
調
査
の
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
都
道
府
県
別
に
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
を
、〈
出
現
率

二
〇
％
以
上
〉
の
上
位
の
み
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
限
定
し
た
理
由
は
、
上
位
地
域
の
傾
向
を
簡
潔
に
見
る
た
め
で

あ
る
。

　

各
年
次
で
二
〇
％
以
上
の
都
道
府
県
数
は
、一
九
九
五
年
に
一
五
で
あ
っ
た
も
の
が
、二
〇
〇
〇
年
に
一
七
、二
〇
〇
五
年
に
二
一
、
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表１　�1995年から2015年までの国政調査による都道府県別ひとり暮らし高齢者出現率
（出現率20%以上）� 出現率＝（単身高齢者数÷高齢者のいる世帯数）×100

（その１）　1995年

都道府県 65歳以上
人口割合 出現率

順位（全国） 14.5% 17.2%
1 鹿児島県 19.7% 31.1%
2 高知県 20.6% 25.3%
3 大阪府 11.9% 23.9%
4 東京都 13.0% 23.8%
5 宮崎県 17.4% 22.5%
6 山口県 19.0% 21.6%
7 愛媛県 18.5% 21.4%
8 長崎県 17.7% 21.4%
9 北海道 14.8% 21.0%
10 和歌山県 18.1% 20.8%
11 広島県 15.8% 20.7%
12 福岡県 14.8% 20.6%
13 沖縄県 11.7% 20.6%
14 京都府 14.7% 20.6%
15 大分県 18.6% 20.0%

注：1995年国勢調査より筆者が作成

（その２）　2000年

都道府県 65歳以上
人口割合 出現率

順位（全国） 17.3% 20.2%
1 鹿児島県 22.6% 32.6%
2 東京都　 18.3% 28.4%
3 大阪府 18.5% 27.7%
4 高知県 23.6% 27.1%
5 北海道 21.4% 24.7%
6 兵庫県 19.8% 24.5%
7 京都府 20.0% 24.2%
8 和歌山県 24.1% 24.1%
9 宮崎県 20.7% 23.9%
10 山口県 22.2% 23.8%
11 福岡県 17.4% 23.5%
12 愛媛県 21.4% 23.5%
13 広島県 18.5% 23.2%
14 長崎県 20.8% 23.1%
15 大分県 21.8% 22.6%
16 神奈川県　 16.8% 22.3%
17 沖縄県 13.8% 20.4%

注：2000年国勢調査より筆者が作成

（その５）　2015年

都道府県 65歳以上
人口割合 出現率

順位 （全国） 26.6% 27.3%
1 東京都 22.7% 35.8%
2 鹿児島県 29.4% 35.6%
3 高知県 32.8% 34.3%
4 大阪府 26.1% 34.0%
5 北海道 29.1% 32.0%
6 福岡県 25.9% 30.7%
7 山口県 32.1% 30.5%
8 宮崎県 29.5% 30.5%
9 和歌山県 30.9% 30.3%
10 愛媛県 30.6% 30.3%
11 京都府 27.5% 29.6%
12 兵庫県 27.1% 29.4%
13 広島県 27.5% 29.0%
14 長崎県 29.6% 28.4%
15 大分県 30.4% 28.4%
16 神奈川県 23.9% 28.3%
17 沖縄県 19.6% 28.2%
18 徳島県 31.0% 27.1%
19 香川県 29.9% 26.7%
20 熊本県 28.8% 26.0%
21 岡山県 28.7% 25.4%
22 千葉県 25.9% 25.1%
23 愛知県 23.8% 24.6%
24 山梨県 28.4% 24.5%
25 青森県 30.1% 24.3%
26 三重県 27.9% 24.3%
27 奈良県 28.7% 23.9%
28 埼玉県 24.8% 23.8%
29 群馬県 27.6% 23.3%
30 石川県 27.9% 23.0%
31 島根県 32.5% 23.0%
32 鳥取県 29.7% 22.6%
33 宮城県 25.7% 22.5%
34 福島県 28.7% 22.2%
35 秋田県 33.8% 22.1%
36 岩手県 30.4% 21.8%
37 佐賀県 27.7% 21.7%
38 静岡県 27.8% 21.3%
39 長野県 30.1% 21.3%
40 栃木県 25.9% 21.1%
41 滋賀県 24.2% 20.4%
42 茨城県 26.8% 20.3%
43 岐阜県 28.1% 20.2%

注：2010年国勢調査より筆者が作成
順位は、同一数値を無視して番号を付し
ている。

（その３）　2005年

都道府県 65歳以上
人口割合 出現率

順位（全国） 20.1% 22.5%
1 鹿児島県 24.8% 33.7%
2 東京都　 18.3% 30.9%
3 高知県 25.9% 30.0%
4 大阪府 18.5% 29.8%
5 宮崎県 23.5% 26.7%
6 山口県　 25.0% 26.7%
7 北海道 21.4% 26.7%
8 愛媛県 24.0% 26.3%
9 福岡県 19.8% 26.0%
10 兵庫県 19.8% 25.6%
11 広島県 20.9% 25.6%
12 京都府 20.0% 25.6%
13 和歌山県 24.1% 25.4%
14 長崎県 23.6% 24.9%
15 大分県 24.2% 24.7%
16 沖縄県　 16.1% 23.8%
17 神奈川県　 16.8% 22.4%
18 徳島県 24.4% 22.2%
19 岡山県 22.4% 22.0%
20 熊本県 23.7% 21.7%
21 香川県 23.3% 21.7%

注：2005年国勢調査より筆者が作成

（その４）　2010年

都道府県 65歳以上
人口割合 出現率

順位 （全国） 22.8% 24.8%
1 鹿児島県 26.4% 34.8%
2 東京都 20.1% 33.9%
3 大阪府 22.1% 32.2%
4 高知県 28.5% 31.4%
5 北海道 24.7% 29.6%
6 山口県 27.9% 28.6%
7 宮崎県 25.7% 28.4%
8 福岡県 22.1% 28.4%
9 愛媛県 26.4% 28.1%
10 兵庫県 22.9% 27.8%
11 和歌山県 27.0% 27.8%
12 京都府 23.0% 27.2%
13 広島県 23.7% 27.0%
14 長崎県 25.9% 26.5%
15 大分県 26.5% 26.2%
16 神奈川県 20.1% 25.5%
17 沖縄県 17.3% 25.4%
18 徳島県 26.7% 24.2%
19 香川県 25.4% 23.6%
20 熊本県 25.5% 23.4%
21 岡山県 24.9% 23.1%
22 愛知県 20.1% 21.9%
23 千葉県 21.2% 21.8%
24 青森県 25.7% 21.6%
25 三重県 24.1% 21.6%
26 奈良県 23.8% 21.5%
27 山梨県 24.5% 21.0%
28 埼玉県 20.4% 21.0%
29 島根県 28.9% 20.7%
30 群馬県 23.4% 20.4%
31 石川県 23.5% 20.4%

注：2010年国勢調査より筆者が作成

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
地
域
分
布
状
況

159



二
〇
一
〇
年
に
三
一
、
そ
し
て
二
〇
一
五
年
に
は
四
三
と
増
加
し
て
き
て
い
る
。
直
近
の
二
〇
一
五
年
時
点
で
は
、
二
〇
％
以
上
の

都
道
府
県
数
は
、
全
都
道
府
県
四
七
の
う
ち
四
三
と
な
っ
て
お
り
、
九
割
の
都
道
府
県
が
そ
こ
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
全
国

平
均
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
を
見
る
と
、一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
勢
調
査
時
点
で
一
七
・

二
％
、
二
〇
・
二
％
、
二
二
・
五
％
、
二
四
・
八
％
、
二
七
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

上
位
の
出
現
率
の
都
道
府
県
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
鹿
児
島
県
は
、
一
九
九
五
年
以
降
二
〇
一
〇
年
ま
で
一
位
と
な
っ
て
い
る

が
、
二
〇
一
五
年
に
東
京
都
が
第
一
位
に
上
が
り
、
鹿
児
島
県
は
第
二
位
と
な
っ
た
。
鹿
児
島
県
の
二
〇
一
五
年
の
出
現
率
は
三
五
・

六
％
で
あ
る
。
東
京
都
は
一
九
九
五
年
時
点
で
は
四
位
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
は
二
位
で
推
移
し
、
二

〇
一
五
年
に
は
三
五
・
八
％
で
全
国
一
位
と
な
っ
た
。
し
か
し
二
〇
一
五
年
時
点
で
二
位
の
鹿
児
島
と
の
差
は
、
わ
ず
か
〇
・
二
ポ

イ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
。

　

二
〇
一
五
年
時
点
で
三
位
と
な
っ
て
い
る
高
知
県
（
出
現
率
三
四
・
三
％
）
は
、
一
九
九
五
年
時
点
で
二
位
、
二
〇
〇
〇
年
に
四

位
、
二
〇
〇
五
年
三
位
、
二
〇
一
五
年
で
四
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
時
点
で
四
位
は
大
阪
府
で
、
出
現
率
は
三
四
・
〇
％
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
時
点
で
三
位
、
二
〇
〇
〇
年
で
三
位
、

二
〇
〇
五
年
で
四
位
、
二
〇
一
〇
年
で
三
位
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
五
年
時
点
で
五
位
は
北
海
道
で
、
出
現
率
は
三
二
・
〇
％
で
あ
る
、
一
九
九
五
年
時
点
で
九
位
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇

年
に
五
位
、
二
〇
〇
五
年
に
七
位
、
二
〇
一
〇
年
五
位
と
推
移
し
て
き
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
時
点
で
、
六
位
以
下
で
出
現
率
が
三
〇
％
以
上
の
都
道
府
県
は
、
福
岡
県
が
三
〇
・
七
％
、
山
口
県
が
三
〇
・
五
％
、

宮
崎
県
が
三
〇
・
三
％
、
和
歌
山
県
と
愛
媛
県
が
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
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と
も
あ
れ
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
が
二
〇
％
以
上
の
都
道
府
県
が
、一
九
九
五
年
に
は
一
五
と
、全
体
の
三
割
で
あ
っ

た
も
の
が
、
二
〇
一
五
年
に
は
四
三
と
、
全
体
の
九
割
と
な
っ
た
。
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
全
国
的
に
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
が
、

こ
の
数
値
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
二
〇
一
五
年
時
点
の
都
道
府
県
別
で
出
現
率
が
四
四
位
以
降
は
、
次
の
四
県
で
あ
る
。
富
山
県
一
九
・
九
％
、
福
井
県
一

九
・
四
％
、
新
潟
県
一
九
・
一
％
、
そ
し
て
山
形
県
が
一
七
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

三　

地
方
自
治
体
別
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
の
高
い
地
域

　

次
に
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
〈
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い
る
世
帯
中
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
割
合
〉
が
、
市

区
町
村
と
い
う
基
礎
自
治
体
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
割
合
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
見
て
み
た
い
。

　

表
二
は
、
国
勢
調
査
の
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
年
次
ご
と
に
全
地
方
自
治
体
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率

を
算
出
し
、
出
現
率
の
高
い
自
治
体
か
ら
並
べ
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
出
現
率
上
位
三
〇
位
ま
で
の
自
治
体
を
取
り
出
し

て
み
た
。
こ
の
三
〇
の
自
治
体
の
特
徴
を
見
る
と
、
次
の
三
つ
の
地
域
に
分
類
で
き
る
。
第
一
は
島
嶼
、
第
二
は
過
疎
地
、
そ
し
て

第
三
は
大
都
市
で
あ
る
。

　

表
二
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
三
地
域
ご
と
の
自
治
体
数
の
年
次
推
移
を
見
る
と
、
一
九
九
五
年
で
は
島
嶼
が
一
八
、
過
疎

地
が
一
〇
、
大
都
市
が
二
と
な
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
で
は
島
嶼
が
一
七
、
過
疎
地
が
八
、
大
都
市
が
五
、
二
〇
〇
五
年
に
は
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島
嶼
が
一
一
、
過
疎
地
が
六
、
大
都
市
が
一
三
、

二
〇
一
〇
年
に
は
島
嶼
が
一
一
、過
疎
地
が
三
、

大
都
市
が
一
六
、
そ
し
て
二
〇
一
五
年
に
は
島

嶼
が
一
〇
、
過
疎
地
が
六
、
大
都
市
が
一
四
と

な
っ
た
。

　

一
九
九
五
年
と
二
〇
一
五
年
の
二
時
点
で
の

自
治
体
数
の
推
移
は
、
島
嶼
で
は
一
八
か
ら
一

〇
へ
、
過
疎
地
で
は
一
〇
か
ら
六
へ
と
共
に
減

少
し
て
い
る
。
他
方
、
大
都
市
は
二
か
ら
一
四

へ
と
著
し
い
増
加
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
大
都
市
に
含
ま
れ
る
自
治
体
数
の
変
化
を
見

る
と
、
一
九
九
五
年
に
は
大
阪
市
の
西
成
区
と

浪
速
区
の
二
自
治
体
の
み
で
あ
っ
た
も
の
が
、

二
〇
〇
〇
年
に
は
五
自
治
体
、
二
〇
〇
五
年
に

は
一
三
自
治
体
、
二
〇
一
〇
年
に
は
一
六
自
治

体
と
な
り
、
二
〇
一
五
年
で
は
、
大
阪
市
の
四

区
、
東
京
都
の
四
区
、
神
戸
市
の
二
区
、
福
岡

　　表２　�地域類型別自治体のひとり暮らし高齢者出現率の　　　　　　　　　　　　　　年次推移� （上位30位の自治体のみ）　　　

出所：1995年、2000年、2005年、2010年、2015年国勢調査に基づき筆者が作成

2015年
（１）島嶼

自治体名 出現率（%）
1 東京都青ヶ島村 77.3
2 鹿児島県三島村 54.1
3 鹿児島県十島村 53.9
4 東京都御蔵島村 53.3
5 沖縄県粟国村 52.8
6 東京都三宅村 50.7
7 東京都小笠原村 47.4
8 東京都利島村 47.4
9 鹿児島県瀬戸内町 46.3
10 東京都大島町 45.2
（２）過疎地
1 奈良県下北山村 50.2
2 山梨県早川町 46.9
3 鹿児島県宇検村 46.1
4 高知県東洋町 45.2
5 高知県大川村 44.7
6 長野県平谷村 44.7

（３）大都市
1 大阪府大阪市 西成区 68.1
2 大阪府大阪市 浪速区 55.9
3 兵庫県神戸市 中央区 52.8
4 福岡県福岡市 博多区 49.9
5 兵庫県神戸市 兵庫区 48.9
6 愛知県名古屋市 中区 48.0
7 福岡県福岡市 中央区 47.8
8 大阪市大阪市 中央区 47.7
9 東京都渋谷区 47.3
10 広島県広島市 中区 46.9
11 東京都豊島区 45.9
12 東京都新宿区 45.8
13 大阪府大阪市 生野区 45.7
14 東京都杉並区 45.5

2010年
（１）島嶼

自治体名 出現率（%）
1 東京都青ヶ島村 60.0
2 東京都御蔵島村 55.0
3 鹿児島県十島村 50.9
4 東京都小笠原村 49.2
5 東京都三宅村 47.4
6 鹿児島県三島村 45.6
7 鹿児島県大和村 43.1
8 鹿児島県瀬戸内町 42.9
9 東京都大島町 42.4
10 山口県上関町 42.0
11 沖縄県座間味村 41.5
（２）過疎地
1 鹿児島県宇検村 46.5
2 山梨県早川町 44.5
3 奈良県下北山村 44.2

（３）大都市
1 大阪府大阪市西成区 66.1
2 大阪府大阪市浪速区 59.0
3 兵庫県神戸市中央区 50.1
4 福岡県福岡市博多区 46.7
5 兵庫県神戸市兵庫区 46.2
6 福岡県福岡市中央区 45.9
7 東京都新宿区 45.2
8 大阪府大阪市中央区 44.7
9 東京都杉並区 44.6
10 東京都渋谷区 44.4
11 広島県広島市中区 44.1
12 東京都豊島区 43.6
13 愛知県名古屋市中区 43.4
14 大阪府大阪市北区 43.3
15 静岡県熱海市 43.1
16 大阪府大阪市東淀川区 41.3

2005年
（１）島嶼

自治体名 出現率（%）
1 東京都青ヶ島村 70.8
2 東京都御蔵島村 67.6
3 東京都小笠原村 46.1
4 長崎県宇久町 44.7
5 鹿児島県三島村 44.0
6 島根県知夫村 43.5
7 東京都利島村 42.0
8 鹿児島県瀬戸内町 41.9
9 鹿児島県大和村 41.2
10 鹿児島県十島村 40.3
11 東京都大島町 39.9
（２）過疎地
1 三重県紀和町 46.6
2 鹿児島県大浦町 41.5
3 奈良県上北山村 40.8
4 徳島県東祖谷山村 40.4
5 山梨県早川町 39.8
6 北海道泊村 39.8

（３）大都市
1 大阪府大阪市西成区 60.7
2 大阪府大阪市浪速区 52.2
3 大阪府大阪市中央区 46.5
4 兵庫県神戸市中央区 46.2
5 広島県広島市中区 43.2
6 東京都港区 42.6
7 兵庫県神戸市兵庫区 42.4
8 東京都豊島区 42.0
9 東京都新宿区 41.1
10 東京都渋谷区 40.4
11 福岡県福岡市博多区 40.4
12 福岡県福岡市中央区 40.3
13 愛知県名古屋市中区 39.9
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市
の
二
区
、
名
古
屋
市
と
広
島
市
の
そ
れ
ぞ
れ

一
区
で
、
合
計
一
四
自
治
体
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
動
向
か
ら
、
次
の
二
点
を
指
摘
し
た

い
。
第
一
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現

率
の
高
い
大
都
市
地
域
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
一
見
、
繁
栄
の
中
心
に
あ
る
大
都
市

に
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
た
い
。
第
二
は
、
島
嶼
と
過
疎

地
に
お
い
て
は
、
確
か
に
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
出
現
率
の
高
い
自
治
体
が
減
少
し
て
き
て

い
る
が
、
そ
の
こ
と
で
島
嶼
と
過
疎
地
に
お
い

て
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
問
題
が
小
さ
く

な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
つ
の
地
域
に
お
い
て
出
現
率
の
高
い
自
治
体
の
数
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
の
背
景
に
は
、
町
村
合
併
と
い
う
い
わ
ば
人
為
的
な
操
作
の
結
果
、
高
出
現
率
の
自
治
体
そ
の
も
の
が
解
散
し
て
し
ま
っ
た

事
実
が
あ
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
例
を
次
の
二
つ
の
自
治
体
で
示
し
た
い
。

　

ま
ず
は
、
離
島
の
長
崎
県
高
島
町
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
一
月
、
高
島
町
は
長
崎
市
に
編
入
合
併
さ
れ
た
。
高
島
町
は
、
長
崎
市

の
南
西
約
一
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
高
島
、
端
島
、
中
ノ
島
、
飛
島
の
四
つ
の
島
か
ら
な
っ
て
い
た
。
町
の
面
積
は
、
四

　　表２　�地域類型別自治体のひとり暮らし高齢者出現率の　　　　　　　　　　　　　　年次推移� （上位30位の自治体のみ）　　　

出所：1995年、2000年、2005年、2010年、2015年国勢調査に基づき筆者が作成

1995年
（１）島嶼

自治体名 出現率（%）
1 東京都青ヶ島村 56.7
2 長崎県高島町 52.1
3 東京都御蔵島村 45.9
4 島根県知夫村 43.0
5 山口県東和町 42.7
6 長崎県岐宿町 42.6
7 長崎県玉之浦町 42.6
8 鹿児島県三島村 42.3
9 長崎県伊王島町 42.1
10 長崎県宇久町 41.8
11 鹿児島県住用村 41.0
12 鹿児島県下甑村 40.5
13 長崎県崎戸町 40.2
14 長崎県三井楽町 40.1
15 長崎県富江町 39.7
16 鹿児島県瀬戸内町 38.8
17 鹿児島県十島村 38.5
18 愛媛県魚島村 38.4
（２）過疎地
1 愛媛県別子山村 44.7
2 奈良県下北山村 43.8
3 三重県紀和町 42.2
4 和歌山県北山村 42.1
5 鹿児島県知覧町 40.1
6 岐阜県藤橋村 38.2
7 鹿児島県東串良町 37.5
8 鹿児島県鹿島村 37.5
9 高知県東洋町 37.3
10 愛媛県瀬戸町 37.2
（３）大都市
1 大阪府大阪市西成区 43.3
2 大阪府大阪市浪速区 37.9

2000年
（１）島嶼

自治体名 出現率（%）
1 東京都御蔵島村 53.7
2 長崎県高島町 50.2
3 山口県東和町　 44.6
4 鹿児島県三島村 44.5
5 東京都青ヶ島村 42.9
6 長崎県玉之浦町 42.7
7 長崎県宇久町 42.6
8 鹿児島県下甑村 41.9
9 島根県知夫村 41.6
10 鹿児島県住用村 41.3
11 鹿児島県十島村 41.3
12 長崎県富江町 40.9
13 沖縄県粟国村 40.8
14 長崎県崎戸町 40.7
15 長崎県伊王島町 40.5
16 鹿児島県瀬戸内町 40.0
17 長崎県岐宿町 39.5
（２）過疎地
1 奈良県下北山村 43.6
2 三重県紀和町 42.4
3 鹿児島県大浦町 40.6
4 奈良県上北山村 40.0
5 鹿児島県鹿島村 39.9
6 愛媛県別子山村 39.7
7 北海道泊村 39.7
8 鹿児島県知覧町 39.4

（３）大都市
1 大阪府大阪市西成区 49.6
2 大阪府大阪市浪速区 44.7
3 兵庫県神戸市中央区 42.8
4 兵庫県神戸市兵庫区 40.6
5 東京都豊島区 40.3

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
地
域
分
布
状
況

163



島
を
合
わ
せ
て
一
・
三
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
合
併
前
は
日
本
で
一
番
小
さ
な
町
で
あ
っ
た
。
高
島
と
端
島
は
全
国
で
も
有
数

の
産
炭
地
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
高
島
炭
鉱
は
江
戸
時
代
末
期
に
ト
ー
マ
ス
・
グ
ラ
バ
ー
と
佐
賀
藩
に
よ
っ
て
共
同
の
開
発
が
な

さ
れ
、ま
た
端
島
は
軍
艦
島
と
も
言
わ
れ
、六
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
面
積
の
小
さ
な
島
に
、五
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
炭
鉱
労
働
者
、

関
係
者
が
住
み
、
高
層
ア
パ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
た
。
し
か
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
り
、
炭
鉱
の
閉
山
が
続
き
、
一
九
七
四
年
以
降
、

高
島
以
外
は
無
人
島
と
な
っ
て
い
る
。
高
島
炭
鉱
も
一
九
八
六
年
に
は
閉
山
さ
れ
、
人
口
の
流
出
が
激
し
く
な
っ
た
。（
河
合
克
義
、

二
〇
〇
九
：
四-

六
）

　

さ
て
、
こ
う
し
た
地
域
特
性
を
持
つ
高
島
町
で
あ
る
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
は
一
九
九
五
年
時
点
で
全
国
二
位
の

出
現
率
五
二
・
一
％
（
高
齢
化
率
［
六
五
歳
以
上
人
口
割
合
］
三
五
・
二
％
）
で
、
二
〇
〇
〇
年
時
点
で
も
同
じ
く
全
国
二
位
、
出

現
率
は
五
〇
・
二
％
（
高
齢
化
率
四
二
・
一
％
）
で
あ
っ
た
。
前
述
の
ご
と
く
二
〇
〇
五
年
一
月
に
長
崎
市
に
編
入
合
併
さ
れ
、
高

島
町
の
現
実
は
長
崎
市
の
中
で
平
均
化
・
潜
在
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
長
崎
市
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
は
二
〇
〇

五
年
の
国
勢
調
査
に
お
い
て
、
二
八
・
〇
％
で
全
国
の
自
治
体
中
三
三
四
位
と
な
っ
て
い
る
。
高
島
町
の
地
域
の
現
実
は
、
長
崎
市

に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
統
計
的
に
は
見
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、
山
口
県
東
和
町
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
高
齢
化
率
が
日
本
で
一
番
高
い
自
治
体
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
東
和
町
も
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
に
大
島
町
、
橘
町
、
久
賀
町
と
合
併
し
「
周
防
大
島
町
」
と
な
り
、
高
齢
化
率
も
全
国
一
位
で

は
な
く
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
八
年
四
月
の
周
防
大
島
町
の
人
口
は
二
万
七
二
〇
人
、
世
帯
数
は
一
万
六
二
六
戸
、
高
齢
化
率
は
四
六
・
三
％
と
な
っ
て

い
る
。
周
防
大
島
町
は
瀬
戸
内
海
で
三
番
目
に
大
き
い
島
で
あ
る
屋
代
島
に
あ
る
。
島
と
本
土
と
は
大
島
大
橋
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ
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て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
の
合
併
に
よ
っ
て
こ
の
島
全
体
が
同
町
の
区
域
と
な
っ
た
。

　

さ
て
旧
東
和
町
は
屋
代
島
の
最
東
端
、
大
島
大
橋
か
ら
は
島
の
一
番
奥
に
あ
る
。
筆
者
は
東
和
町
へ
何
度
か
調
査
に
出
か
け
て
い

る
が
、
一
九
九
八
年
三
月
調
査
の
報
告
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

一
九
九
八
年
三
月
三
一
日
現
在
、
町
の
人
口
は
五
六
八
二
人
（
男
二
三
九
三
人
、
女
三
二
八
九
人
）、
世
帯
数
は
二
八
八
二
人
（
平

均
世
帯
員
数
二
・
〇
〇
人
）、
六
五
歳
以
上
の
者
は
二
八
〇
三
人
で
四
九
・
三
％
と
い
う
高
齢
化
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
和
町
が
あ
る
屋
代
島
は
、
山
が
海
岸
ま
で
伸
び
て
お
り
、
平
地
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
海
岸
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
に
集
落
が
あ
り
、

港
を
も
ち
、山
側
に
は
み
か
ん
畑
を
も
つ
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、第
一
次
産
業
が
四
六
・
四
％
、

第
二
次
産
業
が
一
三
・
六
％
、
第
三
次
産
業
が
四
〇
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
東
和
町
は
み
か
ん
栽
培
と
漁
業
を
中
心
と
す
る
第
一

次
産
業
が
半
数
近
く
を
占
め
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

　

町
内
に
は
二
二
の
地
区
（
集
落
）
が
あ
り
、
居
住
地
域
は
か
な
り
分
散
し
て
い
る
。
世
帯
数
で
み
る
と
、
最
低
は
「
伊
崎
」
地
区

で
二
三
世
帯
、反
対
に
最
高
は
「
三
が
浦
」
地
区
が
三
六
三
世
帯
と
格
差
が
大
き
い
。
地
区
別
に
高
齢
化
率
を
み
て
み
よ
う
。（
中
略
）

高
齢
化
率
の
一
番
高
い
地
区
は
、
伊
崎
で
八
八
・
六
％
（
人
口 

三
五
人
、
世
帯
数
二
三
）、
つ
い
で
沖
家
室
が
七
一
・
〇
％
（
人
口

二
四
一
人
、
世
帯
数
一
六
三
）、
地
家
室
が
七
〇
・
八
％
（
人
口
一
三
七
人
、
世
帯
数
八
三
）、
大
積
が
六
三
・
五
三
％
（
人
口
八
五
人
、

世
帯
数
四
六
）
と
な
っ
て
い
る
。
反
対
に
一
番
高
齢
化
率
の
低
い
地
区
は
、
馬
ケ
原
で
三
六
・
八
％
（
人
口
八
七
人
、
世
帯
数
四
三
）

で
あ
る
。
し
か
し
、こ
の
馬
ケ
原
で
も
高
齢
化
率
は
四
割
に
近
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。（
河
合
克
義
、二
〇
〇
〇
：
一
〇
三
─
一
〇
四
）

　

こ
こ
で
東
和
町
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
の
推
移
を
国
勢
調
査
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。
一
九
九
五
年
時
点
で
は
出
現

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
地
域
分
布
状
況

165



率
が
四
二
・
七
％
で
、
全
国
八
位
（
高
齢
化
率
四
七
・
四
％
）
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
時
点
で
は
出
現
率
が
四
四
・
六
％
、
全
国

五
位
（
高
齢
化
率
五
〇
・
六
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
さ
て
四
町
合
併
さ
れ
た
翌
年
の
二
〇
〇
五
年
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果

で
は
、
新
し
い
町
「
周
防
大
島
町
」
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
出
現
率
は
三
七
・
三
％
で
、
全
国
の
自
治
体
中
六
〇
位
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
合
併
後
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
旧
東
和
町
の
以
前
と
変
わ
ら
な
い
現
実
を
見
過
ご
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
点

を
強
調
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
現
象
が
他
の
合
併
後
の
自
治
体
で
起
こ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
市
町
村
合

併
は
地
域
の
問
題
を
平
均
化
す
る
こ
と
で
薄
め
ら
れ
、
解
決
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
表
一
に
お
い
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
都
道
府
県
別
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
出
現
率
（
出
現
率
二
〇
％
以
上
）
の
二
〇
一
五

年
の
順
位
を
見
る
と
、第
一
位
は
東
京
都
で
あ
る
。
そ
こ
で
、東
京
都
下
の
自
治
体
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
出
現
率
を
表
三
に
よ
っ

て
見
て
み
た
い
。
ま
ず
、
東
京
都
の
平
均
出
現
率
は
三
五
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
平
均
で
は
郡
部
よ
り
も
市
部
の
方
が
、
出
現
率

が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、上
位
の
五
自
治
体
は
島
嶼
で
あ
る
。す
な
わ
ち
青
ヶ
島
村
が
七
七
・
三
％
、次
い
で
御
蔵
島
村
が
五
三
・
三
％
、

三
宅
村
が
五
〇
・
七
％
、
小
笠
原
村
と
利
島
村
が
と
も
に
四
七
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
次
に
、
渋
谷
区
が
四
七
・
三
％
、
豊

島
区
四
五
・
九
％
、
新
宿
区
が
四
五
・
八
％
、
杉
並
区
が
四
五
・
五
％
と
続
い
て
い
る
。
な
お
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率

が
下
位
の
自
治
体
は
、
日
の
出
町
、
あ
き
る
野
市
、
瑞
穂
町
、
神
津
島
村
、
青
梅
市
で
あ
り
、
一
番
低
い
日
の
出
町
の
出
現
率
は
一

六
・
五
％
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
、
各
自
治
体
の
出
現
率
は
、
他
の
都
道
府
県
と
比
べ
て
高
い
。

　

二
〇
一
五
年
の
国
勢
調
査
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
が
二
番
目
に
高
い
県
は
、
鹿
児
島
県
で
あ
る
。
表
四
の
通
り
、

鹿
児
島
県
平
均
の
出
現
率
は
三
五
・
六
％
、
市
部
平
均
が
三
五
・
二
％
、
郡
部
平
均
が
三
七
・
八
％
で
あ
る
。
市
部
と
郡
部
の
比
較
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表３　�東京都におけるひとり暮らし高齢者出現率（2015年）

都道
府県 基礎自治体 総人口

【人】
65歳以上人口
【人】

高齢者のいる
世帯総数
【世帯】

単身高齢者
世帯総数

【人／世帯】

65歳以上
人口割合

※「年齢不詳」
除く【％】

65歳以上
人口に占める
単身高齢者数
割合【％】

高齢者のいる
世帯に占める
単身高齢者数
割合【％】

東京都 東京都 13,515,271 3,005,516 2,064,215 739,511 22.7% 24.6% 35.8%
東京都 東京都市部 13,430,446 2,978,482 2,047,679 734,673 22.6% 24.7% 35.9%
東京都 東京都郡部 84,825 27,034 16,536 4,838 32.1% 17.9% 29.3%
東京都 特別区部 9,272,740 1,997,870 1,405,679 539,014 22.0% 27.0% 38.3%
東京都 青ヶ島村 178 24 22 17 13.5% 70.8% 77.3%
東京都 御蔵島村 335 59 45 24 17.6% 40.7% 53.3%
東京都 三宅村 2,482 948 691 350 38.2% 36.9% 50.7%
東京都 小笠原村 3,022 383 293 139 12.7% 36.3% 47.4%
東京都 利島村 337 78 57 27 23.1% 34.6% 47.4%
東京都 渋谷区 224,533 43,899 32,188 15,218 20.7% 34.7% 47.3%
東京都 豊島区 291,167 57,418 42,253 19,403 20.0% 33.8% 45.9%
東京都 新宿区 333,560 65,274 47,671 21,821 20.1% 33.4% 45.8%
東京都 杉並区 563,997 124,460 89,685 40,797 22.6% 32.8% 45.5%
東京都 大島町 7,884 2,791 1,954 884 35.4% 31.7% 45.2%
東京都 中野区 328,215 67,709 49,183 21,915 21.3% 32.4% 44.6%
東京都 台東区 198,073 46,590 32,804 14,539 23.8% 31.2% 44.3%
東京都 千代田区 58,406 10,286 7,367 3,166 18.2% 30.8% 43.0%
東京都 中央区 141,183 22,694 16,498 7,090 16.1% 31.2% 43.0%
東京都 八丈町 7,613 2,765 1,955 822 36.5% 29.7% 42.0%
東京都 文京区 219,724 41,946 30,054 12,574 19.8% 30.0% 41.8%
東京都 港区 243,283 42,694 30,910 12,869 17.6% 30.1% 41.6%
東京都 北区 341,076 86,840 62,423 25,885 25.8% 29.8% 41.5%
東京都 板橋区 561,916 128,058 89,776 36,516 23.4% 28.5% 40.7%
東京都 品川区 386,855 78,247 56,514 22,548 20.9% 28.8% 39.9%
東京都 武蔵野市 144,730 30,819 21,225 8,097 21.7% 26.3% 38.1%
東京都 大田区 717,082 158,190 111,491 41,901 22.5% 26.5% 37.6%
東京都 目黒区 277,622 55,198 38,711 14,537 20.0% 26.3% 37.6%
東京都 墨田区 256,274 58,196 41,161 15,257 22.9% 26.2% 37.1%
東京都 江東区 498,109 105,036 74,707 27,600 21.2% 26.3% 36.9%
東京都 荒川区 212,264 48,930 34,378 12,576 23.3% 25.7% 36.6%
東京都 狛江市 80,249 18,984 13,033 4,652 24.1% 24.5% 35.7%
東京都 葛飾区 442,913 109,059 75,953 26,601 24.6% 24.4% 35.0%
東京都 足立区 670,122 165,151 114,168 39,952 25.0% 24.2% 35.0%
東京都 立川市 176,295 40,378 27,334 9,475 25.1% 23.5% 34.7%
東京都 三鷹市 186,936 38,962 25,892 8,895 21.2% 22.8% 34.4%
東京都 調布市 229,061 48,182 32,556 11,133 21.2% 23.1% 34.2%
東京都 小金井市 121,396 24,246 16,400 5,590 20.3% 23.1% 34.1%
東京都 福生市 58,395 13,577 9,108 3,071 27.0% 22.6% 33.7%
東京都 国立市 73,655 16,238 11,040 3,696 22.1% 22.8% 33.5%
東京都 清瀬市 74,864 20,624 13,160 4,377 27.9% 21.2% 33.3%
東京都 練馬区 721,722 158,290 106,605 34,912 22.1% 22.1% 32.7%
東京都 江戸川区 681,298 139,193 96,559 31,338 20.6% 22.5% 32.5%
東京都 世田谷区 903,346 184,512 124,620 39,999 21.6% 21.7% 32.1%
東京都 府中市 260,274 53,564 35,674 11,362 20.8% 21.2% 31.8%
東京都 西東京市 200,012 45,992 30,720 9,690 23.2% 21.1% 31.5%
東京都 東久留米市 116,632 31,095 20,894 6,551 26.9% 21.1% 31.4%
東京都 東村山市 149,956 38,211 24,839 7,760 25.8% 20.3% 31.2%
東京都 昭島市 111,539 27,445 18,305 5,682 24.7% 20.7% 31.0%
東京都 新島村 2,749 1,030 680 211 37.5% 20.5% 31.0%
東京都 日野市 186,283 43,709 28,762 8,823 23.8% 20.2% 30.7%
東京都 小平市 190,005 42,139 27,699 8,486 22.4% 20.1% 30.6%
東京都 国分寺市 122,742 25,545 17,042 5,219 21.2% 20.4% 30.6%
東京都 町田市 432,348 109,460 70,173 20,481 25.6% 18.7% 29.2%
東京都 多摩市 146,631 38,786 25,345 7,378 26.5% 19.0% 29.1%
東京都 東大和市 85,157 21,443 14,365 4,157 25.4% 19.4% 28.9%
東京都 奥多摩町 5,234 2,522 1,409 407 48.2% 16.1% 28.9%
東京都 稲城市 87,636 18,113 11,682 3,302 20.8% 18.2% 28.3%
東京都 八王子市 577,513 140,909 90,184 23,943 25.0% 17.0% 26.5%
東京都 檜原村 2,209 1,040 593 155 47.1% 14.9% 26.1%
東京都 羽村市 55,833 13,399 8,695 2,265 24.1% 16.9% 26.0%
東京都 武蔵村山市 71,229 17,567 11,551 2,970 24.8% 16.9% 25.7%
東京都 青梅市 137,381 38,660 22,457 5,561 28.1% 14.4% 24.8%
東京都 神津島村 1,891 525 339 82 27.8% 15.6% 24.2%
東京都 瑞穂町 33,445 8,702 5,497 1,226 26.2% 14.1% 22.3%
東京都 あきる野市 80,954 22,565 13,865 3,043 28.0% 13.5% 21.9%
東京都 日の出町 17,446 6,167 3,001 494 36.1% 8.0% 16.5%
注：2015年国勢調査にもとづき筆者が作成　  　　　　　　　　　　　　　　　　　出現率＝（単身高齢者数÷高齢者のいる世帯数）×100
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表４　�鹿児島県におけるひとり暮らし高齢者の出現率（2015年）

都道
府県

基礎自治体
（旧市区町村を

含む）
総人口
【人】

65歳以上
人口
【人】

高齢者の
いる世帯
総数

【世帯】

単身高齢者
世帯総数

【人／世帯】

65歳以上
人口割合

※「年齢不詳」
除く【％】

65歳以上
人口に占める
単身高齢者数
割合【％】

高齢者のいる
世帯に占める
単身高齢者数
割合【％】

鹿児島県 鹿児島県 1,648,177 479,734 311,133 110,741 29.4% 23.1% 35.6%
鹿児島県 鹿児島県市部 1,459,172 412,381 266,856 94,000 28.6% 22.8% 35.2%
鹿児島県 鹿児島県郡部 189,005 67,353 44,277 16,741 35.7% 24.9% 37.8%
鹿児島県 三島村 407 112 85 46 27.5% 41.1% 54.1%
鹿児島県 十島村 756 215 165 89 28.4% 41.4% 53.9%
鹿児島県 瀬戸内町 9,042 3,189 2,172 1,006 35.3% 31.5% 46.3%
鹿児島県 宇検村 1,722 653 445 205 37.9% 31.4% 46.1%
鹿児島県 徳之島町 11,160 3,310 2,204 904 29.7% 27.3% 41.0%
鹿児島県 中種子町 8,135 2,907 1,940 786 35.8% 27.0% 40.5%
鹿児島県 南大隅町 7,542 3,437 2,290 914 45.6% 26.6% 39.9%
鹿児島県 伊仙町 6,362 2,251 1,525 607 35.4% 27.0% 39.8%
鹿児島県 東串良町 6,530 2,312 1,509 600 35.4% 26.0% 39.8%
鹿児島県 大崎町 13,241 4,761 3,219 1,263 36.0% 26.5% 39.2%
鹿児島県 南種子町 5,745 1,899 1,302 510 33.1% 26.9% 39.2%
鹿児島県 枕崎市 22,046 7,992 5,330 2,086 36.3% 26.1% 39.1%
鹿児島県 肝付町 15,664 6,125 4,045 1,582 39.1% 25.8% 39.1%
鹿児島県 喜界町 7,212 2,647 1,784 691 36.7% 26.1% 38.7%
鹿児島県 伊佐市 26,810 10,385 6,607 2,555 39.0% 24.6% 38.7%
鹿児島県 湧水町 10,327 4,007 2,476 955 38.8% 23.8% 38.6%
鹿児島県 西之表市 15,967 5,465 3,690 1,421 34.2% 26.0% 38.5%
鹿児島県 奄美市 43,156 12,305 8,256 3,174 28.5% 25.8% 38.4%
鹿児島県 指宿市 41,831 14,698 9,448 3,576 35.2% 24.3% 37.8%
鹿児島県 南さつま市 35,439 13,227 8,453 3,190 37.4% 24.1% 37.7%
鹿児島県 志布志市 31,479 10,329 6,631 2,495 32.9% 24.2% 37.6%
鹿児島県 曽於市 36,557 13,706 8,855 3,311 37.5% 24.2% 37.4%
鹿児島県 屋久島町 12,913 4,049 2,778 1,034 31.4% 25.5% 37.2%
鹿児島県 天城町 5,975 1,995 1,324 488 33.4% 24.5% 36.9%
鹿児島県 錦江町 7,923 3,402 2,119 764 42.9% 22.5% 36.1%
鹿児島県 さつま町 22,400 8,472 5,438 1,960 37.9% 23.1% 36.0%
鹿児島県 鹿屋市 103,608 28,344 18,063 6,490 27.5% 22.9% 35.9%
鹿児島県 垂水市 15,520 5,981 3,932 1,407 38.5% 23.5% 35.8%
鹿児島県 南九州市 36,352 13,144 8,384 2,993 36.2% 22.8% 35.7%
鹿児島県 阿久根市 21,198 8,167 5,136 1,828 38.6% 22.4% 35.6%
鹿児島県 薩摩川内市 96,076 28,303 18,211 6,456 29.5% 22.8% 35.5%
鹿児島県 霧島市 125,857 31,662 20,271 7,149 25.3% 22.6% 35.3%
鹿児島県 大和村 1,530 595 395 138 38.9% 23.2% 34.9%
鹿児島県 龍郷町 5,806 1,779 1,116 382 30.7% 21.5% 34.2%
鹿児島県 出水市 53,758 16,288 10,574 3,611 30.5% 22.2% 34.1%
鹿児島県 鹿児島市 599,814 145,300 95,005 32,371 24.8% 22.3% 34.1%
鹿児島県 いちき串木野市 29,282 9,658 6,270 2,108 33.0% 21.8% 33.6%
鹿児島県 和泊町 6,783 2,126 1,395 465 31.3% 21.9% 33.3%
鹿児島県 日置市 49,249 15,569 9,789 3,249 31.9% 20.9% 33.2%
鹿児島県 姶良市 75,173 21,858 13,951 4,530 29.1% 20.7% 32.5%
鹿児島県 知名町 6,213 1,971 1,256 402 31.7% 20.4% 32.0%
鹿児島県 長島町 10,431 3,518 2,289 686 33.7% 19.5% 30.0%
鹿児島県 与論町 5,186 1,621 1,006 264 31.3% 16.3% 26.2%
注：2015年国勢調査にもとづき筆者が作成　  　　　　　　　　　　　　　　　　　出現率＝（単身高齢者数÷高齢者のいる世帯数）×100
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で
は
、郡
部
の
出
現
率
の
方
が
高
い
。実
際
に
、第
一
位
の
三
島
村（
五
四
・
一
％
で
あ
る
。）か
ら
第
一
一
位
の
南
種
子
町（
三
九
・
二
％
）

ま
で
郡
部
が
続
き
、
第
一
二
位
に
枕
崎
市
（
三
九
・
一
％
）
が
登
場
し
て
い
る
。
な
お
、
鹿
児
島
市
は
県
下
で
第
三
六
位
、
出
現
率

が
三
四
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
県
庁
所
在
地
の
都
市
が
、
こ
れ
ほ
ど
下
位
に
あ
る
の
は
珍
し
い
。

　

以
上
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
の
高
い
都
県
を
見
て
き
た
が
、
反
対
に
出
現
率
が
低
い
方
を
見
て
み
よ
う
。
出
現
率
が

一
番
低
い
県
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
山
形
県
で
あ
る
。
山
形
県
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
を
自
治
体
別
に

見
て
み
た
い
。
表
五
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
山
形
県
の
全
体
の
平
均
出
現
率
は
一
七
・
二
％
、
市
部
平
均
は
一
八
・
四
％
、
郡
部

平
均
は
一
三
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
県
下
で
一
番
高
い
自
治
体
は
、
山
形
市
で
二
〇
・
九
％
、
次
い
で
酒
田
市
が
二
〇
・
六
％
、

鶴
岡
市
が
一
九
・
六
％
、
小
国
町
が
一
九
・
五
％
、
米
沢
市
が
一
九
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
反
対
に
、
出
現
率
が
低
い
自
治
体
は
、

戸
沢
村
と
中
山
町
が
と
も
に
一
〇
・
七
％
、
金
山
町
が
一
一
・
四
％
、
高
畠
町
が
一
一
・
六
％
、
鮭
川
町
が
一
一
・
七
％
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
は
、
こ
の
よ
う
に
低
い
が
、
高
齢
化
率
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
高
い
こ
と

は
注
意
し
た
い
点
で
あ
る
。
県
平
均
で
三
〇
・
八
％
、
郡
部
平
均
で
三
四
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

四　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
集
中
す
る
大
都
市
に
つ
い
て

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
出
現
率
の
高
い
地
域
は
大
ま
か
に
は
島
嶼
、
過
疎
地
、
大
都
市
の
三
つ
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

私
の
研
究
室
と
し
て
島
嶼
と
過
疎
地
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
実
態
調
査
を
、
多
く
の
地
域
で
実
施
し
て
き
た
。
そ

れ
ら
の
地
域
調
査
に
つ
い
て
の
論
文
、
報
告
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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表５　�山形県におけるひとり暮らし高齢者の出現率（2015年）

都道
府県

基礎自治体
（旧市区町
村を含む）

総人口
【人】

65歳以上人口
【人】

高齢者のいる
世帯総数
【世帯】

単身高齢者
世帯総数

【人／世帯】

65歳以上
人口割合

※「年齢不詳」
除く【％】

65歳以上
人口に占める
単身高齢者数
割合【％】

高齢者のいる
世帯に占める
単身高齢者数
割合【％】

山形県 山形県 1,123,891 344,353 214,421 36,953 30.8% 10.7% 17.2%
山形県 山形県市部 897,041 266,901 166,942 30,648 29.9% 11.5% 18.4%
山形県 山形県郡部 226,850 77,452 47,479 6,305 34.2% 8.1% 13.3%
山形県 山形市 253,832 68,745 42,881 8,958 27.3% 13.0% 20.9%
山形県 酒田市 106,244 34,518 22,066 4,538 32.6% 13.1% 20.6%
山形県 鶴岡市 129,652 41,303 26,237 5,135 32.0% 12.4% 19.6%
山形県 小国町 7,868 2,896 1,826 356 36.8% 12.3% 19.5%
山形県 米沢市 85,953 24,322 15,424 2,976 28.4% 12.2% 19.3%
山形県 上山市 31,569 11,118 6,874 1,297 35.3% 11.7% 18.9%
山形県 新庄市 36,894 11,034 6,955 1,214 30.0% 11.0% 17.5%
山形県 長井市 27,757 9,119 5,462 872 32.9% 9.6% 16.0%
山形県 南陽市 32,285 10,031 6,297 996 31.1% 9.9% 15.8%
山形県 遊佐町 14,207 5,289 3,321 521 37.2% 9.9% 15.7%
山形県 大江町 8,472 3,040 1,826 284 35.9% 9.3% 15.6%
山形県 朝日町 7,119 2,806 1,689 258 39.4% 9.2% 15.3%
山形県 天童市 62,194 17,146 10,636 1,561 27.7% 9.1% 14.7%
山形県 西川町 5,636 2,257 1,392 204 40.0% 9.0% 14.7%
山形県 真室川町 8,137 2,993 1,796 259 36.8% 8.7% 14.4%
山形県 白鷹町 14,175 4,882 3,110 447 34.5% 9.2% 14.4%
山形県 飯豊町 7,304 2,535 1,549 216 34.7% 8.5% 13.9%
山形県 東根市 47,768 12,482 7,618 1,014 26.1% 8.1% 13.3%
山形県 村山市 24,684 8,628 5,291 691 35.0% 8.0% 13.1%
山形県 河北町 18,952 6,359 3,809 497 33.6% 7.8% 13.0%
山形県 庄内町 21,666 7,404 4,549 588 34.2% 7.9% 12.9%
山形県 舟形町 5,631 2,050 1,201 155 36.4% 7.6% 12.9%
山形県 最上町 8,902 3,083 1,910 244 34.6% 7.9% 12.8%
山形県 寒河江市 41,256 12,226 7,493 937 29.7% 7.7% 12.5%
山形県 尾花沢市 16,953 6,229 3,708 459 36.7% 7.4% 12.4%
山形県 山辺町 14,369 4,381 2,657 326 31.5% 7.4% 12.3%
山形県 川西町 15,751 5,339 3,268 398 33.9% 7.5% 12.2%
山形県 大蔵村 3,412 1,172 718 87 34.3% 7.4% 12.1%
山形県 大石田町 7,357 2,557 1,578 186 34.8% 7.3% 11.8%
山形県 三川町 7,728 2,555 1,375 161 33.2% 6.3% 11.7%
山形県 鮭川村 4,317 1,539 943 110 35.6% 7.1% 11.7%
山形県 高畠町 23,882 7,187 4,497 521 30.1% 7.2% 11.6%
山形県 金山町 5,829 1,876 1,186 135 32.2% 7.2% 11.4%
山形県 中山町 11,363 3,570 2,225 239 31.4% 6.7% 10.7%
山形県 戸沢村 4,773 1,682 1,054 113 35.2% 6.7% 10.7%
注：2015年国勢調査にもとづき筆者が作成　  　　　　　　　　　　　　　　　　　出現率＝（単身高齢者数÷高齢者のいる世帯数）×100
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『
賃
金
と
社
会
保
障
』
連
載
・
シ
リ
ー
ズ
調
査
報
告
：
日
本
の
高
齢
者　

①
河
合
克
義
・
板
倉
香
子
「
沖
縄
県
読
谷
村
に
お
け
る

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
状
況
と
社
会
的
孤
立
」『
賃
金
と
社
会
保
障
』
第
一
四
六
〇
号
、
旬
報
社
、
二
〇
〇
八
年
二
月　

②

藍
早
瀬「
長
野
県
高
遠
町
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
と
介
護
予
防
の
方
向
性
」『
賃
金
と
社
会
保
障
』第
一
四
六
三
号
、

旬
報
社
、二
〇
〇
八
年
四
月　

③
大
平
民
生
「
大
井
町
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
実
態
と
孤
立
問
題
の
地
域
性
」『
賃

金
と
社
会
保
障
』
第
一
四
六
八
号
、
旬
報
社
、
二
〇
〇
八
年
六
月　

④
河
合
克
義
・
板
倉
香
子
「
沖
縄
県
読
谷
村
に
お
け
る
高
齢
者

二
人
世
帯
の
生
活
状
況
と
社
会
的
孤
立
」『
賃
金
と
社
会
保
障
』
第
一
四
七
一
号
、
旬
報
社
、
二
〇
〇
八
年
八
月　

⑤
大
平
民
生
「
神

奈
川
県
大
井
町
に
お
け
る
夫
婦
二
人
世
帯
高
齢
者
の
生
活
実
態
と
孤
立
問
題
」『
賃
金
と
社
会
保
障
』
第
一
四
七
八
号
、
二
〇
〇
八

年
一
一
月　

⑥
藍
早
瀬
「
過
疎
地
に
お
け
る
高
齢
者
二
人
世
帯
の
生
活
と
親
族
・
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
─
長
野
県
高
遠
町
で
の
実
態

調
査
か
ら
」『
賃
金
と
社
会
保
障
』
第
一
四
九
四
号
、
旬
報
社
、
二
〇
〇
九
年
七
月

　

河
合
克
義
『
読
谷
村
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
実
態
と
社
会
的
孤
立
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
明
治
学
院
大
学
社

会
学
部
付
属
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
三
月

　

さ
て
、
こ
こ
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
集
中
す
る
大
都
市
の
地
域
的
特
徴
を
見
て
み
た
い
。
表
六
は
、
二
〇
一
五
年
の
国

勢
調
査
の
デ
ー
タ
か
ら
町
村
を
除
い
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
が
高
い
地
方
自
治
体
を
五
五
位
ま
で
掲
載
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
中
で
同
一
の
特
別
区
、
市
に
お
い
て
二
つ
以
上
の
区
を
含
む
自
治
体
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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表６　�都市部のひとり暮らし高齢者の出現率（55位まで） 2015年

都道府県 基礎自治体 総人口【人】 65歳以上人口割合
※「年齢不詳」除【％】

高齢者のいる世帯に占める
単身高齢者数割合【％】

大阪府 大阪市 西成区 111,883 38.7% 68.1%
大阪府 大阪市 浪速区 69,766 19.4% 55.9%
兵庫県 神戸市 中央区 135,153 25.5% 52.8%
福岡県 福岡市 博多区 228,441 19.6% 49.9%
兵庫県 神戸市 兵庫区 106,956 30.5% 48.9%
愛知県 名古屋市 中区 83,203 21.2% 48.0%
福岡県 福岡市 中央区 192,688 18.0% 47.8%
大阪府 大阪市 中央区 93,069 16.5% 47.7%
東京都 渋谷区 224,533 20.7% 47.3%
広島県 広島市 中区 136,640 23.8% 46.9%
東京都 豊島区 291,167 20.0% 45.9%
東京都 新宿区 333,560 20.1% 45.8%
大阪府 大阪市 生野区 130,167 31.4% 45.7%
東京都 杉並区 563,997 22.6% 45.5%
東京都 中野区 328,215 21.3% 44.6%
東京都 台東区 198,073 23.8% 44.3%
兵庫県 神戸市 長田区 97,912 32.9% 44.1%
静岡県 熱海市 37,544 44.7% 43.4%
大阪府 大阪市 北区 123,667 19.2% 43.3%
東京都 千代田区 58,406 18.2% 43.0%
東京都 中央区 141,183 16.1% 43.0%
北海道 札幌市 中央区 237,627 21.5% 42.7%
大阪府 大阪市 淀川区 176,201 23.0% 42.5%
大阪府 大阪市 東淀川区 175,530 23.9% 42.1%
東京都 文京区 219,724 19.8% 41.8%
東京都 港区 243,283 17.6% 41.6%
大阪府 大阪市 住吉区 154,239 27.2% 41.5%
東京都 北区 341,076 25.8% 41.5%
京都府 京都市 東山区 39,044 32.8% 41.3%
神奈川県 横浜市 中区 148,312 23.2% 41.2%
東京都 板橋区 561,916 23.4% 40.7%
大阪府 大阪市 阿倍野区 107,626 25.5% 40.5%
福岡県 北九州市 小倉北区 181,878 28.7% 40.3%
福岡県 田川市 48,441 32.0% 40.1%
大阪府 大阪市 東住吉区 126,299 29.2% 40.1%
大阪府 大阪市 天王寺区 75,729 19.8% 40.0%
京都府 京都市 中京区 109,341 24.7% 40.0%
熊本県 熊本市 中央区 186,300 22.5% 40.0%
東京都 品川区 386,855 20.9% 39.9%
大阪府 大阪市 港区 82,035 27.1% 39.7%
大阪府 大阪市 平野区 196,633 27.6% 39.5%
大阪府 堺市 堺区 148,205 27.2% 39.4%
愛知県 名古屋市 東区 78,043 23.9% 39.3%
大阪府 大阪市 住之江区 122,988 28.4% 39.0%
大阪府 大阪市 東成区 80,563 25.7% 39.0%
大阪府 大阪市 旭区 91,608 29.4% 38.7%
兵庫県 神戸市 灘区 136,088 25.0% 38.7%
大阪府 大阪市 西区 92,430 16.1% 38.6%
大阪府 大阪市 都島区 104,727 23.6% 38.6%
鹿児島県 奄美市 43,156 28.5% 38.4%
福岡県 北九州市 戸畑区 59,116 29.8% 38.4%
大阪府 大阪市 大正区 65,141 30.1% 38.3%
東京都 武蔵野市 144,730 21.7% 38.1%
大阪府 大阪市 城東区 164,697 25.1% 38.1%
京都府 京都市 下京区 82,668 23.2% 38.0%
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①�　

大
阪
市
二
〇
区
（
西
成
区
、
浪
速
区
、
中
央
区
、
生
野
区
、
北
区
、
淀
川
区
、
東
淀
川
区
、
住
吉
区
、
阿
倍
野
区
、
東
住

吉
区
、
天
王
寺
区
、
港
区
、
平
野
区
、
住
之
江
区
、
東
成
区
、
旭
区
、
西
区
、
都
島
区
、
大
正
区
、
城
東
区
）

②�　

東
京
都
区
部
一
三
区
（
渋
谷
区
、
豊
島
区
、
新
宿
区
、
杉
並
区
、
中
野
区
、
台
東
区
、
千
代
田
区
、
中
央
区
、
文
京
区
、
港
区
、

北
区
、
板
橋
区
、
品
川
区
）

③　

神
戸
市
四
区
（
中
央
区
、
兵
庫
区
、
長
田
区
、
灘
区
）

④　

京
都
市
三
区
（
東
山
区
、
中
京
区
、
下
京
区
）

⑤　

北
九
州
市
二
区
（
小
倉
北
区
、
戸
畑
区
）

⑥　

名
古
屋
市
二
区
（
中
区
、
東
区
）

⑦　

福
岡
市
二
区
（
博
多
区
、
中
央
区
）

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
阪
市
が
二
〇
区
、
東
京
都
が
一
三
区
と
、
こ
の
二
つ
が
他
の
自
治
体
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
た
い
。
と
り
わ
け
大
阪
市
西
成
区
は
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
が
六
八
・
一
％
と
他
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
次
い

で
大
阪
市
浪
速
区
が
五
五
・
九
％
、
大
阪
市
中
央
区
が
四
七
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
都
は
、
一
三
区
あ
り
、
渋
谷
区
四
七
・
三
％

を
筆
頭
に
、
豊
島
区
四
五
・
九
％
、
新
宿
区
四
五
・
八
％
、
杉
並
区
四
五
・
五
％
、
中
野
区
四
四
・
六
％
、
台
東
区
四
四
・
三
％
が

上
位
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
神
戸
市
が
四
区
あ
り
、
中
央
区
が
五
二
・
八
％
、
兵
庫
区
が
四
八
・
九
％
、
長
田
区
が

四
四
・
一
％
、
灘
区
が
三
八
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

 

そ
の
他
、
北
九
州
市
、
名
古
屋
市
、
福
岡
市
が
そ
れ
ぞ
れ
二
区
ず
つ
あ
る
。
こ
の
中
で
福
岡
市
の
博
多
区
が
四
九
・
九
％
、
中
央
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区
が
四
七
・
八
％
と
著
し
く
高
率
で
あ
り
、
都
市
部
の
四
位
と
七
位
を
占
め
て
い
る
。

　

な
お
、
静
岡
県
熱
海
市
が
四
三
・
四
％
と
、
都
市
部
の
順
位
で
は
一
八
番
目
に
あ
る
が
、
全
国
の
温
泉
地
は
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
出
現
率
が
高
く
、
熱
海
市
の
場
合
も
、
そ
の
割
合
は
高
い
。
全
自
治
体
の
中
で
、
熱
海
市
の
出
現
率
は
三
九
番
目
に
位
置
す
る
。

お
わ
り
に

　

筆
者
は
、
都
市
部
の
調
査
も
多
く
実
施
し
て
き
た
。
特
に
東
京
都
港
区
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
つ
い
て
過
去
に
三
時
点

で
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
第
一
回
目
が
一
九
九
五
年
の
悉
皆
調
査
、
第
二
回
目
が
二
〇
〇
四
年
の
四
〇
％
抽
出
調
査
、
第
三
回
目

が
二
〇
一
一
年
の
悉
皆
調
査
で
あ
る
。
港
区
の
実
態
は
都
市
部
の
典
型
例
と
も
言
え
る
が
、
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
大
阪
市
で

は
大
部
分
の
区
で
、
そ
し
て
東
京
都
や
そ
の
他
の
大
都
市
で
は
そ
の
中
心
部
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
出
現
率
が
高
く
な
っ
て

い
る
。

　

注
意
す
べ
き
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加
傾
向
が
全
国
的
に
進
み
、
さ
ら
に
は
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
高
齢
化
が
進
行

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
の
港
区
調
査
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
前
期
高
齢
者
と
後
期
高
齢
者
の
割
合
は
、
お

お
よ
そ
前
期
が
六
割
、後
期
が
四
割
で
あ
っ
た
も
の
が
、二
〇
一
一
年
の
調
査
で
は
、逆
転
し
、前
期
が
四
割
、後
期
が
六
割
と
な
っ
た
。

　

全
国
的
に
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
都
市
部
、
過
疎
地
、
離
島
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
の
実
態
把
握
が
今
後
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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